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牛の子宮と肺
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が囲められ(写真２，ＰＡＳ染色)，同じ細胞は子宮にも少

数ではあるが確認された。

腫癌細胞の電顕的特徴はcorefilamentを持った多数の

微絨毛で，そのfilamentは細胞質内に伸展してrootletと

なっていた。管腔内には無数のglycocalycealbodyがあ

り(写真３），分泌頚粒や粘液は鯉ぬられなかった。間質

の紡錘形細胞の細胞質内は多くの膜様構造で充満してい

た(写真４)。

肉眼的,光頭的所見は今までの牛子宮腺癌の報告と一致

していた。電顕的にはglycocalycealbodyおよびcore

filamentを持った微絨毛がこの腫鰯の特徴であったが，

子宮内膜の構成細胞から考えて，綿毛や粘液が出現する

可能性や性周期による形態学的変化の可能性がある。間

質の膜様織造は滑面小胞体に由来すると思われ，リポフ

スチンを持ったこのような間葉系細胞は，ステロイドホ

ルモン産生細胞の終末像とみなされた。

組織学的診断：肺への転移を伴った牛の子宮腺癌。

動物：ホルスタイン甑，雌。
臨床：乳廃用牛として屠殺されたが，生体検査では著

変は認められなかった。

、剖検所見：子宮頚から体にかけて手拳大の腫瘤があり，

刀による切断に対し抵抗感があり，割面は結合組織に富

んでいた。骨盤腔内のリンパ節はほとんどすべて腫大，

硬化し，切断時に刀に粘液様物が付着し，割面では一部

に乾酪化および石灰化が見られた。肺では硬い米粒大な

いしクルミ大の緒節が多発し，割面にはわずかな粘液様

物，出血，壊死が醒められた。

組織学的所見：腫癌組織は子宮の筋層に認められ，管

状櫛造をとる腫瘍細胞と豊富な結合組織性間質より成っ

ていた。腫癬細胞は大型で立方形，核も大きく卵円形，

クロマチン網は繊細で明るく見えた。核小体は目立たず，

時々核分裂像が認められた(写真１)。管腔側には微絨毛

があり，腔内にはしばしばＰＡＳ陽性の物質が存在してい

た。肺およびリンパ節にも同様の腫癖組織があり，墜筒

な間質の一部にリポフスチンを持った紡錘形細胞の没潤
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